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令和４年度旭川校へき地校体験実習報告会について  

北海道教育大学旭川校へき地教育アドバイザー 伊 端 俊 紀  

 令和４年１２月１７日(土)、北海道教育大学旭川校にて、「令和４

年度旭川校へき地校体験実習報告会」を開催しました。 

 今年度もコロナ禍でのスタートとなり、学生達の感染等による実習

受入校への影響がないように、様々な対策を行いました。学生達は普

段以上に感染対策に気を配り、我々もできる限りのことを行い、実習

直前段階から実習終了まで、５８名の実習参加学生から一人の感染者も出さずに、無事に実習

を行うことができました。これもひとえに、受入校や各教育委員会のご協力、そして関係各位

のご理解とご支援の賜です。心より感謝申し上げます。 

１ はじめに ― ５８名の実習生が無事終了 

２ 今年度の実習校と発表の概要 ― ２８の受入れ校に感謝！ 

 今年度は、上川管内と宗谷管内の２８校に実習を受け入れていただ

き、士別市立温根別小学校、多寄小学校、幌加内町立幌加内小学校及び

幌加内中学校の４校が旭川校の新たな受入校になりました。受入校と教

育委員会には、例年と同様、手厚いご支援をいただきましたが、今年度

は特に、今まで宿泊に使わせていただいた施設の閉鎖や改築などにより

使用できなくなる事態になっても、教育委員会から宿泊場所を斡旋いた

だいたり、役場庁舎での宿泊を認めていただいたりしました。また、宿

泊施設周辺からの通学児童生徒がいなくなり、スクールバスの運行がなくなったにもかかわら

ず、学生の通勤のためだけにスクールバスで送迎していただくなど、実習生の生活への気配り

をいただきました。本当にありがたいことです。 

 報告会では、へき地校体験実習旭川校運営委員長の渥美伸彦先生にご挨拶をいただき、選ば

れた５校の発表を行いました。選定されたどの学生も意欲的に発表準備を行い、自分たちが実

▲伊端俊紀アドバイザー 

▲渥美伸彦運営委員長 
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 実習に参加した学生達が驚いたのは、児童生徒と教職員の親密さ・距離の近さでした。参加

学生のほとんどは大規模校出身者であるため、少人数の児童生徒と先生方の関係が、自分たち

の過ごしてきた学校と大きく違うことを理解したようです。児童生徒と教職員がお互いに積極

的に関わって、それぞれいろいろな面や思いを理解していることに感心していました。 

 そして、その関係や相互理解を活かして進められる少人数による目の行き届いた授業や活動

から、小規模少人数が利点であると理解してきたようです。 

 学校と地域の関わりや連携について述べられました。学校が放課後の児童生徒に学び支援を

行っていることや、地域のお祭りへ学校として

参加していること、そして地域住民が学校行事

に積極的に協力していることに、驚きの声があ

りました。また、地域にあるものを活かして子

ども達の心の成長を図る学校の意識や取組に感

心する声もありました。このように、１週間と

いう短い時間の中でも、学校と地域の関係性を

しっかり感じ取ってきたことが伺えました。 

習で理解したこと、得たもの、自分の課題、実習の楽しさ、気持ちや意欲の変化などを参加者に

確実に伝えようと努力することが出来ていました。また、オンラインで参加した「へき地教育

論」受講生にも実習の良さや楽しさをアピールし、次年度の参加を促すことができました。 

３ 各校の発表より ― へき地の特性・授業・教職への意欲 

 各校の発表から、へき地の三特性、授業、教職への意欲に絞って内容をまとめました。  

へき地性 ― 学校と地域の良好な関係性 

小規模性 ― 少人数の目の行き届いた教育 
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 「へき地教育論」の講義での説明や動画視聴、へき地校体験実習事前指導での学びで、複式

授業について、その大変さや難しさを理解していた学生ですが、協力校では、複式の授業が、

いつも普通に行われていて、先生方のすごさ

や児童生徒が生き生きと授業に参加している

姿に感心したようです。 

 また、多くの学生が、児童生徒の学年の枠

を越えた仲の良さにも驚いており、同じ学級

に異学年が過ごすことや少人数の学校に対す

るイメージを大きくプラスに変換できたよう

です。  

 多くの学校で教壇実習を実施していただきました。授業観察でもかなり貴重な経験となるの

に、多いところでは、４回も教壇実習を経験した学生がいました。当初は、ほとんどが２年生

なので、教壇実習は学生に負担が大きすぎる

のではという心配がありましたが、大変で

あったけれど、実のあるものになって良かっ

たという感想がほとんどでした。協力校には

大きな負担となる教壇実習にもかかわらず、

学生のために実施していただきました。あり

がたいことです。 

授業 ― 実りある教壇実習の成果と学校への感謝 

複式形態 ― 異学年指導のプラスイメージへの転換 
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４ おわりに ― 皆様方のご協力のおかげです。 

 子ども達から「先生」と呼ばれる不安を伴いながらの喜び、積極的に関わってきてくれる児

童生徒との楽しい時間、拙い授業やアドバイスにでも、児童生徒が意欲的に応えようとしてく

れるうれしい反応などから、教職への意欲がさらに高まったり、迷いがなくなり教職への道を

決めたりする学生が多くいました。また、教員の仕事の大変さを目の当たりにして驚きながら

も、目の前の子ども達の成長を身近に感じ、それに関われることが、大変さ以上に素晴らしい

ことだと感じている学生も多くいました。  

 最後に、講評をへき地・小規模校教育研究センターの川前あゆみ副センター長からいただき

ました。 発表校それぞれ、へき地教育の三特性について述べていましたが、この三特性につい

てのこれまでの実践の積み上げやこれからの多様な学びへ向けての実践の積み上げの大切さに

ついて、ご示唆をいただきました。また、冒頭の挨拶で渥美先生からもいただいた「省察」と

いう言葉とともに、この１週間という短い期間であるものの、その中で得たものを活かして、

これからの本実習などの学生生活を充実させてほしいというお話をいただきました。 

 この報告会は、現在、「へき地教育論」を受講している学生が講義の一環として、オンライ

ンで試聴しました。受講生の感想からは、この実習に、先輩方が意

外に軽い気持ちで応募し、楽しく、他では得がたい貴重な体験をし

てきたことに、安心したり感心したりしながら、来年度のへき地校

体験実習参加への意欲を高められたことがうかがえました。 

 今年度もコロナ禍での開催になりましたが、来年度も、これまで

同様、皆様方のご協力をいただき、へき地校体験実習を実りあるも

のにしていきたいと考えております。 

 これからもよろしくお願いいたします。 
▲川前あゆみ副センター長 

教職への意欲 ― へき地校の子どもと接することで高まる教職意欲 


